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（ 続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 現代アフリカにおける観光の多くはこれまで、野生動物のような自然資源と、歴史考古
学的な文化財を対象にしてきたが、近年では、人びとの日常的生活そのものを観光の対象
とする新たな文化観光が盛んになってきている。本論文は、アフリカにおける「伝統的」
な生活を対象とする文化観光の現状について、エチオピア西南部の農耕と牧畜を営む人び
とが、それを観光される側として経験し、生業の一部として取り込んできた実態を描き出
した力作である。様々な調査手法を駆使した長期のフィールドワークによる研究の成果を
基に、生業としての文化観光の意義と問題点を論じている。 
 本論文の学術的な貢献は以下の4点にまとめられる。 
 第1に、本論文は、現代アフリカにおける文化観光という事象を、エチオピア西南部に
おいて地理的には近接しながら社会・生態環境の全く異なる2つのコミュニティーを対象
に、長期のフィールドワークによって実証的に明らかにした最初の研究であるという点で
貴重であり高い学術的意義を有する。生業に関する質的量的な資料収集とともに、ライフ
ストーリーの入念な聞き取り、フォーカス・グループ・ディスカッション、インタ
ビュー、参与観察などの手法を用いた資料の価値は高い。 
 第2に挙げるべき点は、牧畜と農耕という全く異なる生業を営むコミュニティーが経験
する文化観光に、比較の視点を導入して、その差異を対照的に浮かび上がらせたことであ
る。例えば、農耕民の女性が文化観光に依存しなくても経常的に現金稼得の機会を維持し
ているのに対して、牧畜民社会における文化観光の収入は女性の自由になる新たな現金稼
得手段として重要であるという指摘は貴重である。 
本論文の第3の学術的貢献として、参加型映像研究手法(PVRM)を駆使して、従来は被写
体として好奇の視線にさらされてきた農民や牧畜民から観光される側の視点をとりだした
ことが指摘できる。著者は参加型研究手法の一部としてこの手法を取り入れ、被調査者が
写真や動画を撮影してそれに批評を加えてもらう過程を記録した。また、現地において展
示会を企画し、それらの写真や動画を地元の人びとと共有したことは、実践的な地域研究
の試みとして高く評価できる 
第4に、アフリカを例外とすることなく、異文化の理解や相互交流をめざす文化観光が
標榜される機会が増えつつあるグローバルな思潮のなかで、エチオピアにおける文化観光
の現状を批判的な事例として記述・分析したことを踏まえて、アフリカにおける文化観光
に対する政策への提言をおこなったことを評価したい。 
本論文の研究が、観光される側に寄り添っておこなわれたがために、観光する側の行動
の特徴や意図には深く接近できていないことは惜しまれるが、それを凌ぐ当事者の認識に
関する厚い記述が本論文の基盤としての価値を高めている。くわえて、本論文は、エチオ
ピアの高地出身の女性研究者が高い当事者意識を動機として、過酷な条件の僻遠の地に赴
  
いて地域研究分野の長期の参与型フィールドワークをおこなった数少ない事例として特筆
すべき業績であるといえる。 
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
2020年1月29日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
